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平成 29年度活動報告 
 

 平成 29 年度は「地域住民がより健康で、より元気で、心豊かに過ごせるよう、学校、地域、

家庭と連携して、地域の活性化およびスポーツ・文化活動の拡大に尽力致しました。昨年度は

総合型地域スポーツクラブ化 11 年目でしたので、運営基盤強化に努めました。以下にご報告

申し上げます。 

 

（1） 総合型地域スポーツ・文化クラブとしての成長を目指しました。 

会員は 1800 名強になり、事務所では 3 名のスタッフと理事の交替制での勤務体制を

とり、会員のみなさんへの対応を行っています。クラブ化して 11 年が過ぎ、これから

ももっと成長を目指したいと思っています。クラブは会員の皆様に支えていただいて

こそ大きく成長致します。 

今後もクラブ会員の皆さんが、このクラブに所属し活動が続けられて本当に良かっ

たと、実感できるようなクラブづくりに努めていきたいと思います。 

また神奈川県や横浜市の総合型地域スポーツクラブと連携した活動も活発に行な

い、特に横浜市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会では、南理事長が会長を務め、

横浜市 24 クラブの牽引役として重要な役割を担いました。 

 

（2） 運動会、文化祭をはじめスポーツ・文化イベントを活発に行いました。 

① 10 月の運動会は天気に恵まれ、1000 名以上の参加者があり、色々な競技を楽しん

でいただいた大会でした。220 数名の役員みなさんの協力で円滑に運営でき、あら

ためて若葉台地域の団結力の強さを感じることができました。 

② 11 月の文化祭は 1 週間前のプレイベントで自由演奏会を開催、観客用のイス席を 

    設置して、大勢の観客と一体となり、すばらしい演奏にみなさんは聞き惚れていま

した。体育館でのステージは多くの出演者に参加いただき、合唱・演奏・演武・演

技にはほれぼれしました。 

③ 展示は出展者の素晴らしい出来栄えの作品がそろい、催事は友好関係の都留市や西

予市からの参加もあり、いつもの感動的な芸術の秋を演出できたものと自負してお

ります。 

④ そのほか従来から開催のスポーツ大会では、ペタンクは地域の元気な高齢者の参加

が多くあり、地域対抗ソフトバレーボールはわかば学園からも参加があり、交流ソ

フトバレーボールには中学生や先生・PTA の皆さんが大勢参加いただき楽しい大会

となりました。 

正月マラソン大会も過去最高の 450 名の参加者で盛大に開催、駅伝大会もセブンイ

レブンやわかば会などからの参加が有り大変盛り上がりました。その他の大会もし

っかり開催出来ました。 

⑤ また総合型地域スポーツクラブ化して始めた春秋開催の登山、 ハイキングなどの

活動にも大勢の地域の方々に参加いただき楽しんでいただきました。 

⑥ 文化活動では、毎月一回開催の昭和の歌ではピアノやギター・クラリネットの演奏

に合わせみんなで懐かしの昭和の歌を歌い、コーヒーを飲みながらの団らんは昔の

歌声喫茶さながらでした。電子顕微鏡でミクロを観る会主催で有用微生物の検索と

活用に関する企画や市民講座で木山加奈子先生の「花粉の秘密に迫る」や平田大二

先生の「地球をまるごと解剖してみよう」、本川達雄先生の「生き物は円柱形」な

どの講義には部屋に入りきれないくらいの参加者があり、普段聴くことが出来ない

テーマに満足をしていました。 

⑦ 春休み理科教室「くらりか」浮沈子を作って浮力の勉強をしようでは、小学生が熱

心に取り組んでいました。 
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⑧ 油絵教室５周年展示会、戦争体験を語り継ぐ若葉の会、炭焼き工芸普及会、その他

文化講座などを開催し、それぞれの分野で成果を発表されました。 

⑨ 正月には新年書初めも開催し、きれいな字で新年の抱負や学校の宿題などを書き、

書道先生に教わっていました。 

 

(３） スポーツ教室、文化教室の開催を積極的に行いました。 

①  スポーツ教室は週一回開催の一般テニス教室、週 2 回開催のジュニアテニス教室に

は地域内や周辺地域から参加者が多数あり、元気に受講していました。 

ニュースポーツは 5 月と夏休み子どもの広場の中で開催、6 月開催のミニバス教室は元

全日本選手で若葉台在住の小畑コーチに指導をいただき、参加したミニバス愛好の親

子の皆さんにはとても喜んでいただきました。カヤック教室は若葉台のスポーツ推進

委員の皆さんの指導で、家族（親子）での参加が多く、夏休みの 1 日を楽しんでいた

だきました。少年野球教室では横浜緑ボーイズの協力でコーチ陣に指導いただき、参

加者は貴重な体験になったと思います。 

 

② 豊富な旧若葉台西中学校の教室を利用した文化教室はしっかり定着し、クラリネット

教室、油絵教室、キッズミュージカル、芝居体験教室、子ども英語教室 4コース、Critical 

Thinking 英語教室、ホームステイ英会話教室、早朝英会話教室、二胡教室、中国語教

室などで、それぞれの分野の専門講師の方々に熱心に指導いただきました。 

            

（４）文化活動の活性化、文化事業の増加に努めました。 

（２）項⑥以降の報告にあるようにいくつかのイベントを開催しました。 

クラブで支援している、郷土資料展示室では小学 3 年生の見学があり、戦争体験を語り 

継ぐ若葉の会では若中や星槎高校で講和をし、修学旅行時に千羽鶴の奉納、炭焼き工芸

普及会では定期的に作品を作り文化祭で展示、電子顕微鏡でミクロを観る会では小さな

科学者を相手にいくつかのイベントを開催しました。ＳＯＬＡ(図書室)ではお話の会（絵

本の読み聞かせ）や大人のおはなし会などを開催し好評を得ました。延べ 415 名のスタ

ッフに支えられ年 204 日開館で年間の来館者は 3173 人で、蔵書は 12,000 冊を超え、本

の貸出も 3200 冊を超えました。 

 

（５）地域住民の心身の健康づくりを支援しました。 

8 月、1 月に体力測定を行い、測定結果をコンピュータ診断して、データをクラ 

ブ専属ドクター渡部先生に健康相談としてアドバイスをいただく事業を実施し、好評を

いただきました。 

（血圧・体脂肪 BMI は保健活動推進員の方々の協力を頂きました） 

また「健康は長寿への第一歩」をうたい文句に月 4回開催のいきいき健康体操教室 

は継続している参加者が多く、健康に対する意識が向上してきています。 

 

（６）スポーツ・文化活動に必要な施設開放を図り、定期活動を支援しました。 

学校施設開放や学校跡地施設開放については奇数月の第 2 日曜日に利用団体の代表者に

集まっていただき、利用調整会を開催いたしました。野球場・テニスコートについても毎

月第 2 土曜日に利用抽選会を開催いたしました。日向根コートの人工芝化や大貫谷コート

の全面改装によりテニス人口も増加、定期活動はこれらの施設を利用し毎日皆さんが元気

に活動されています。施設活用は地域の皆さんの意見も聞きながら、今後とも皆さんが利

用しやすい施設開放を図っていこうと思っています。 
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（７）学校、地域、家庭と連携し、地域コミュニティの形成に努めました。 

地域交流ソフトボール大会は生憎中止となりましたが、交流ソフトバレーボール大会は

多くの中学生や学校の先生方・ＰＴＡの皆さん、地域の皆さんが参加され、深く親睦をは

かることが出来ました。今後とも、もっとたくさんの方々の参加をお待ち申し上げます。 

 

（８）オール若葉台を対象とする連合自治会、まつりの会、社会福祉協議会が主催する行事

に協力しました。 

① 本クラブは連合自治会のスポーツ・文化事業の運営を担っており、運営委員と各自

治会の体育部長、文化部長や実行委員の皆さんとともに、運動会・文化祭をはじめ

各種スポーツ大会・スポーツ教室・文化教室などを開催し、皆さんが健やかで、楽

しい毎日が過ごせるような街づくりを推進するとともに、住民の皆様に対し今まで

以上にスポーツ・文化活動をする機会を提供し、地域のスポーツ・文化振興に尽力

しております。 

② まつりの会が主催する桜まつり、こいのぼり、夏まつりなどの事業に協力しました。 

③ 社会福祉協議会が主催する「みんなあつまれ」「高齢者交流会」「チャリティバザ

ーテント村」などの事業に協力しました。 

 

（９）単位自治会やサークルが行う各種スポーツ・文化活動、各種講習会を支援しました。 

ソフトボール連合会の年間を通じた若葉台リーグには、優先的に野球場の利用などの

支援を行いました。テニス大会へのコートの優先利用やわかばコートの利用などの支援

を行い、単位自治会主催のスポーツ大会などにも優先的に施設の開放を行いました。 

 

（10）行政委嘱者、特にスポーツ推進委員や青少年指導員の方々との連携を緊密にし、青少

年の健全育成や事業運営を円滑に行ないました。 

一昨年から始めた夏休み子どもの広場（NPO 法人若葉台共催）や、毎年開催のデイキャ

ンプでは、行政委嘱委員の皆さんに協力いただきました。青少年指導員の会長には年間

を通じてジュニアのテニス教室の運営や、少年野球教室の運営を担当していただいてお

ります。 

ミニバス教室は親子教室として開催し、子どもたちの参加が多く支援を行なっており

ます。なお、スポーツ推進委員の皆さんには、クラブの核となって各種スポーツ事業運

営を担っていただき、スムーズな運営が出来、とても感謝しております。 

 

（11） その他、地域に密着した活動を致しました。  

若葉台まちづくりセンター、若葉台地区センター、若葉台住宅管理組合協議会とも協調

して各種事業を展開しています。 

一昨年より開始したマスタープラン継承の若葉台みらいづくりプラン推進会議にも出席

し、若葉台地域のより良い街づくりに尽力できました。 

 

最後に平成 29 年度の事業は特に事故もなく、計画に沿って上記報告のように、掲げた目

標はほぼ満足のいくような達成が出来たものと自負しております。 

なお昨年の６月に実施した「健康とくらしの調査」のアンケートの結果、若葉台の高齢者

は元気な人が多いとの結論が出て、これも長年にわたって学校開放施設や公園運動施設での

地域の人達のスポーツ文化活動が、大いに貢献していることが実証されたものであり、今後

もより多くの方々に活動いただき、健康長寿で楽しい毎日を過ごしていただきたいと思いま

す。そして、関連組織と連携してよりしっかりしたクラブに成長させたいと思います。 
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